
東北森林管理局管内の
木材需給及び木材価格等について

令和５年９月28日（木）

東北森林管理局

資料２



○ 東北５県の令和５年４～７月期の新設住宅着工数は、昨年同期より564戸減少した。
この期間の木造は昨年同期より695戸減少し、木造率は－２％であった。

■ 東北森林管理局管内５県の新設住宅着工戸数の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 1
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【H31, 4~7月】
木造率 78%
総数 15,449
木造 12,039

【R2, 4~7月】
木造率 80%
総数 12,783
木造 10,211

【R3, 4~7月】
木造率 82%
総数 13,269
木造 10,831

【R4, 4~7月】
木造率 79%
総数 13,313
木造 10,454

【R5, 4~7月】
木造率 77%
総数 12,749
木造 9,759



○ 青森県の令和５年４～７月期の新設住宅着工数は、昨年同期より422戸減少した。
この期間の木造は247戸減少し、木造率は９％増加した。

■ 青森県の新設住宅着工戸数の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 2
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【H31, 4~7月】
木造率 92%
総数 1,740
木造 1,606

【R2, 4~7月】
木造率 90%
総数 1,658
木造 1,486

【R3, 4~7月】
木造率 91%
総数 1,605
木造 1,458

【R4, 4~7月】
木造率 84%
総数 1,731
木造 1,462

【R5, 4~7月】
木造率 93%
総数 1,309
木造 1,215



○ 岩手県の令和５年４～７月期の新設住宅着工数は、昨年同期より108戸減少した。
この期間の木造は109戸減少し、木造率は１％減少した。

■ 岩手県の新設住宅着工戸数の推移 （平成30年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 3
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【H31, 4~7月】
木造率 85%
総数 2,072
木造 1,757

【R2, 4~7月】
木造率 89%
総数 1,459
木造 1,298

【R3, 4~7月】
木造率 84%
総数 1,770
木造 1,481

【R4, 4~7月】
木造率 84%
総数 1,761
木造 1,478

【R5, 4~7月】
木造率 83%
総数 1,653
木造 1,369



○ 宮城県の令和５年４～７月期の新設住宅着工数は、昨年同期より617戸減少した。
この期間の木造は398戸減少し、木造率は１％増加した。

■ 宮城県の新設住宅着工戸数の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 4
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【H31, 4~7月】
木造率 67%
総数 6,323
木造 4,263

【R2, 4~7月】
木造率 65%
総数 5,347
木造 3,469

【R3, 4~7月】
木造率 74%
総数 5,311
木造 3,929

【R4, 4~7月】
木造率 71%
総数 5,681
木造 4,037

【R5, 4~7月】
木造率 72%
総数 5,064
木造 3,639



○ 秋田県の令和５年４～７月期の新設住宅着工数は、昨年同期より６戸減少した。
この期間の木造は74戸減少し、木造率は５％減少した。

■ 秋田県の新設住宅着工戸数の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 5
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【H31, 4~7月】
木造率 92%
総数 1,719
木造 1,576

【R2, 4~7月】
木造率 92%
総数 1,416
木造 1,301

【R3, 4~7月】
木造率 86%
総数 1,419
木造 1,227

【R4, 4~7月】
木造率 78%
総数 1,536
木造 1,198

【R5, 4~7月】
木造率 73%
総数 1,530
木造 1,124



○ 山形県の令和５年４～７月期の新設住宅着工数は、昨年同期より352戸増加した。
この期間の木造は17戸増加し、木造率は15％減少した。

■ 山形県の新設住宅着工戸数の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 6
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【H31, 4~7月】
木造率 74%
総数 2,311
木造 1,713

【R2, 4~7月】
木造率 90%
総数 1,822
木造 1,643

【R3, 4~7月】
木造率 85%
総数 1,966
木造 1,672

【R4, 4~7月】
木造率 87%
総数 1,563
木造 1,354

【R5, 4~7月】
木造率 72%
総数 1,915
木造 1,371



○ 関東主要都市の令和５年４～７月期の新設住宅着工数は、昨年同期より3,566戸減少した。
この期間の木造は1,749戸減少し、木造率は±０だった。

■ 埼玉、千葉、東京、神奈川の新設住宅着工戸数の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 7
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【H31, 4~7月】
木造率 51%
総数 103,547
木造 52,740

【R2, 4~7月】
木造率 49%
総数 96,341
木造 47,035

【R3, 4~7月】
木造率 50%
総数 101,217
木造 50,510

【R4, 4~7月】
木造率 49%
総数 99,585
木造 48,604

【R5, 4~7月】
木造率 49%
総数 96,019
木造 46,855



○ 東北５県の令和５年４～７月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より463,984㎡減少した。
この期間の木造は昨年同期より88,287㎡減少し、木造率は１％減少した。

■ 東北森林管理局管内５県の新設産業用建築物着工面積の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 8
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【H31, 4~7月】
木造率 22%
総数 1,046,238
木造 229,280

【R2, 4~7月】
木造率 17%
総数 1,117,496
木造 184,864

【R3, 4~7月】
木造率 19%
総数 1,002,776
木造 194,759

【R4, 4~7月】
木造率 16%
総数 1,433,885
木造 232,890

【R5, 4~7月】
木造率 15%
総数 969,901
木造 144,603



○ 青森県の令和５年４～７月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より50,820㎡減少した。
この期間の木造は16,913m²減少し、木造率は２％増加した。

■ 青森県の新設産業用建築物着工面積の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 9
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月別

【H31, 4~7月】
木造率 25%
総数 186,335
木造 46,856

【R2, 4~7月】
木造率 14%
総数 196,313
木造 28,255

【R3, 4~7月】
木造率 26%
総数 112,153
木造 28,824

【R4, 4~7月】
木造率 36%
総数 187,678
木造 68,278

【R5, 4~7月】
木造率 38%
総数 136,858
木造 51,365



○ 岩手県の令和５年４～７月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より385,262㎡減少した。
この期間の木造は9,913㎡減少し、木造率は８％増加した。

■ 岩手県の新設産業用建築物着工面積の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 10
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月別

【H31, 4~7月】
木造率 35%
総数 177,115
木造 61,170

【R2, 4~7月】
木造率 30%
総数 183,063
木造 54,419

【R3, 4~7月】
木造率 34%
総数 198,543
木造 67,112

【R4, 4~7月】
木造率 7%
総数 575,767
木造 38,271

【R5, 4~7月】
木造率 15%
総数 190,505
木造 28,358



○ 宮城県の令和５年４～７月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より66,803㎡増加した。
この期間の木造は25,315㎡減少し、木造率は11％減少した。

■ 宮城県の新設産業用建築物着工面積の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 11
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月別

【H31, 4~7月】
木造率 14%
総数 348,562
木造 48,140

【R2, 4~7月】
木造率 8%
総数 377,236
木造 30,178

【R3, 4~7月】
木造率 ８%
総数 362,851
木造 28,815

【R4, 4~7月】
木造率 19%
総数 302,998
木造 56,323

【R5, 4~7月】
木造率 8%
総数 369,801
木造 31,008



○ 秋田県の令和５年４～７月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より51,407㎡増加した。
この期間の木造は24,475㎡減少し、木造率は24％減少した。

■ 秋田県の新設産業用建築物着工面積の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 12
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月別

【H31, 4~7月】
木造率 24%
総数 181,794
木造 43,502

【R2, 4~7月】
木造率 23%
総数 142,452
木造 33,060

【R3, 4~7月】
木造率 24%
総数 216,585
木造 51,737

【R4, 4~7月】
木造率 35%
総数 126,957
木造 44,332

【R5, 4~7月】
木造率 11%
総数 178,364
木造 19,857



○ 山形県の令和５年４～７月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より146,112㎡減少した。
この期間の木造は11,671㎡減少し、木造率は４％増加した。

■ 山形県の新設産業用建築物着工面積の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 13
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月別

【H31, 4~7月】
木造率 19%
総数 152,432
木造 29,612

【R2, 4~7月】
木造率 18%
総数 218,432
木造 38,952

【R3, 4~7月】
木造率 16%
総数 112,644
木造 18,271

【R4, 4~6月】
木造率 11%
総数 240,485
木造 25,686

【R5, 4~6月】
木造率 15%
総数 94,373
木造 14,015



■ 埼玉、千葉、東京、神奈川の新設産業用建築物着工面積の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 国土交通省 「住宅着工統計」 14

○ 関東主要都市の令和５年４～７月期の新設産業用建築物着工面積は、昨年同期より1,086,759㎡減少した。
この期間の木造は6,783㎡減少し、木造率は１％増加した。
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月別

【H31, 4~7月】
木造率 ４%
総数 4,644,351
木造 185,936

【R2, 4~7月】
木造率 ４%
総数 3,664,161
木造 160,251

【R3, 4~7月】
木造率 ３%
総数 5,224,715
木造 153,333

【R4, 4~7月】
木造率 ４%
総数 4,348,057
木造 153,735

【R5, 4~7月】
木造率 ５%
総数 3,261,298
木造 146,952



■ 東北５県の製材用素材・製材品の生産量等の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「製材統計」

○ 東北５県の製材用素材の令和５年４～７月の入荷量は昨年同期比－26％、消費量は－15％、
在庫量は７月比－２％。

○ 製材品の令和５年４～７月の生産量は昨年同期比－14％、出荷量は－７％、在庫量は７月比＋６％。

※国産材と外材の合計値である。
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出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「製材統計」

○ 製材用素材の令和５年４～７月の入荷量は昨年同期比－２％、消費量は－18％、在庫量は７月比＋２％。
○ 製材品の令和５年４～７月の生産量は昨年同期比－13％、出荷量は－10％、在庫量は７月比－５％。

■ 青森県の製材用素材・製材品の生産量等の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

※国産材と外材の合計値である。 16
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■ 岩手県の製材用素材・製材品の生産量等の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「製材統計」 ※国産材と外材の合計値である。

○ 製材用素材の令和５年４～７月の入荷量は昨年同期比－29％、消費量は－26％、在庫量は７月比＋25％。
○ 製材品の令和５年４～７月の生産量は昨年同期比－15％、出荷量は＋１％、在庫量は７月比－５％。
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■ 宮城県の製材用素材・製材品の生産量等の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「製材統計」 ※国産材と外材の合計値である。

○ 製材用素材の令和５年４～７月の入荷量は昨年同期比－18％、消費量は－８％、在庫量は６月比±０％。
○ 製材品の令和５年４～７月の入荷量は昨年同期比－３％、消費量は－11％、在庫量は７月比＋15％。
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■ 秋田県の製材用素材・製材品の生産量等の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「製材統計」 ※国産材と外材の合計値である。 19

○ 製材用素材の令和５年４～７月の入荷量は昨年同期比－43％、消費量は－18％、在庫量は７月比－８％。
○ 製材品の令和５年４～７月の入荷量は昨年同期比－26％、消費量は－19％、在庫量は７月比＋13％。
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■ 山形県の製材用素材・製材品の生産量等の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「製材統計」 ※国産材と外材の合計値である。 20

○ 製材用素材の令和５年４～７月の入荷量は昨年同期比－15％、消費量は－１％、在庫量は７月比－31％。
○ 製材品の令和５年４～７月の入荷量は昨年同期比±０％、消費量は＋２％、在庫量は７月比－４％。
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■ 全国の単板製造用素材・普通合板の生産量等の推移 （平成3１年１月～令和５年７月）

出典：農林水産省「合板統計」
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○ 単板製造用素材の令和５年４～７月期の入荷量は昨年同期比－33％、うち国産材は－31％、
消費量は－20％、在庫量は７月比－16％。

○ 普通合板の令和５年４～７月期の生産量は昨年同期比－20％、出荷量は－19％、在庫量は
７月比＋49％。
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出典：農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」 ※ 工場着価格。

■ すぎ丸太価格の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

○ すぎは小丸太価格も中丸太価格もともに、各県ピーク時から値下がり。
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出典：農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」 ※ 工場着価格。

■ まつ・からまつ丸太価格の推移 （平成31年１月～令和５年７月）
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○ まつ中丸太価格は青森、岩手とも弱含み。
○ からまつ丸太価格は、岩手でピーク時より値下がり。岩手と北海道の価格差は10,100円。
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○ チップ用丸太価格は針葉樹・広葉樹とも保合。

出典：農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」 ※ 工場着価格。

■チップ用丸太価格の推移 （平成31年１月～令和５年７月）
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■ 針葉樹合板及び合板用素材価格の推移 （平成26年１月～令和５年７月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」
※ 平成30年１月に調査都道府県、調査対象工場の見直しを行ったことから、平成29年12月以前の数値とは接続しない。
※ 針葉樹合板価格は、木材市売市場、木材センター及び木材卸売業者における小売業者への店頭渡し価格。合板用素材価格は、合単板工場着購入価格である。
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○ 針葉樹合板価格は、1990円/枚。
○ 合板用素材価格は、全県でピーク時より値下がり。

針葉樹合板：厚さ1.2㎝、幅91.0㎝、長1.82m、１類
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出典：農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」 ※ 工場着価格。

■ 関東地方との木材価格の比較 （平成31年１月～令和５年７月）
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○ すぎ中丸太の価格は関東、東北ともにピーク時よりも値下がりしている。
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出典：農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」 ※ 工場着価格。

■ 関東、関西、九州地方との木材価格の比較 （平成31年１月～令和５年７月）
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○ 各県ともピーク時より値下がり。
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○ 各製品ともピーク時より値下がり。
Wウッド集成管柱とすぎ集成管柱の価格は4月より横ばいであり、下げ止まりの可能性。

■ 全国の製材品主要品目価格の推移 （平成31年１月～令和５年７月）

出典 ： 農林水産省「木材需給報告書」「木材価格」
※１ 価格は、令和２年１月以降のホワイトウッド集成管柱及びすぎ集成管柱は集成材工場出荷時の販売価格、それ以外は木材市売市場、木材センター及び木材卸売業

者における小売業者への店頭渡し価格となる。
※２ 令和２年１月から、ホワイトウッド集成管柱は規格及び調査都道府県、調査対象工場の見直しを行い、調査価格も※1の通り変更となったことから、令和元年12月以

前の数値とは接続しない。
※３ 令和４年１月調査から、米まつ平角の製材品価格の把握は廃止された。
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○ 米ドルは、９月８日現在140円台後半。
○ 欧州ユーロは、９月８日現在150円台後半。

■ 為替レートの推移 （平成19年１月～令和５年９月）

出典 ： Yahoo! ファイナンス（毎月の値は、月間の最高値と最低値の平均）
（注） ：令和５年９月11日現在
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■輸出先別及び品目別の木材輸出額の推移 （全国）

○ 木材輸出額はR５年上期を昨年同期と比較すると－３％となっている。
○ R５年前期の主要相手国は、中国、フィリピン、アメリカ、韓国、台湾となっている。
○ 品目別輸出額では、丸太が最も高く、次いでボード類、製材となっている。
○ R５年上期と昨年同期を比較すると、丸太が＋10％、ボード類が＋12％、製材が－44％となっている。

出典：財務省「貿易統計：統計品別国別税関別一覧表」 30

79 80 87 
72 75 

95 
116 

105 105 112 119 

37 43 
40 

35 28 

37 

43 59 
72 

73 61 

17 
15 

16 

13 16 

15 

18 
19 

20 
17 

14 

12 13 
13 

14 14 

24 

27 25 

30 
31 

25 

9 
11 9 

9 11 

9 

13 12 

15 
13 

14 

18 
17 17 

21 16 

17 

18 19 

19 
19 

19 

172 
178 182 

164 160 

197 

236 239 

261 
266 

253 

0

50

100

150

200

250

300

H30

上期

H30

下期

R1

上期

R1

下期

R2

上期

R2

下期

R3

上期

R3

下期

R4

上期

R4

下期

R5

上期

木
材
輸
出
額
［
億
円
］

その他の国

台湾

アメリカ

大韓民国

フィリピン

中華人民共和国

（億 輸出先別

75 73 
84 

64 
76 

88 

114 
97 102 104 112 

37 43 
38 

37 
29 

37 

42 

46 
56 

68 
62 

30 
31 

30 

30 29 

39 

46 
52 

55 
37 31 

8 
8 

8 

10 7 

8 

9 14 

19 20 
13 

5 
6 

5 

5 5 

7 

6 7 

7 8 
7 

18 
18 16 

19 14 

19 

20 23 

23 30 

27 

172 
178 182 

164 160 

197 

236 239 

261 
266 

253 

0

50

100

150

200

250

300

H30

上期

H30

下期

R1

上期

R1

下期

R2

上期

R2

下期

R3

上期

R3

下期

R4

上期

R4

下期

R5

上期

その他

各種木工品類

建築木工品類

製材

ボード類（合板を含む）

丸太

品目別（億



■東北５県における木材輸出額の推移

出典：財務省「貿易統計：統計品別国別税関別一覧表」

○ R５年上期と昨年同期を比較すると＋32％となっている。
○ 品目別比較すると、丸太が＋168％、製材が－81％、ボード類が＋９％となっている。
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■東北５県における木材輸出額の推移

出典：財務省「貿易統計：統計品別国別税関別一覧表」

○ R５年上期の木材輸出額はフィリピンが最も多く、次が中国となっている。
○ 品目別では、丸太は中国が最も多く、製材、ボード類はフィリピンが最も多くなっている。
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出典：財務省「貿易統計：品別国別表」

■中国からの針葉樹合板の輸入量の推移

○ R５年１～６月期と昨年同期を比較すると、 －60％となっている。
○ R４年の輸入量を月別に見ると、６月が最も多くなっている一方で、R５年では現状３月が最も多い。
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■ PKS・木質ペレットの輸入量の推移

○ PKS輸入量は、 R５年１～６月期と昨年同期を比較すると、＋20％となっている。
○ 主な輸入相手国は、インドネシア77％、マレーシア23％となっている。
○ 木質ペレット輸入量は増加しており、 R５年１～６月期と昨年同期を比較すると、 ＋31％となっている。
○ 主な輸入相手国は、ベトナム45％、カナダ28％、マレーシア４％、オーストラリア１％となっている。

出典：財務省「貿易統計：品別国別統計」 34
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東北森林管理局管内の動静

令和５年６月３０日に公表された「令和４年木材統計」等をもとに作成

36
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■ 東北森林管理局管内５県の森林面積及び森林蓄積量

○ 管内東北５県の蓄積量は約7.6億㎥で、全国52億㎥の約15％相当。
○ 国有林は森林面積の約44％を占め、蓄積では34％。民有林のhaあたりの蓄積は200㎥／haを上回る。

国有林( )内は森林面積に対する国有林率

民有林

その他（市街地や田畑など）

出典：青森県の森林・林業（令和４年度版）、令和３年度版 岩手県林業の指標、みやぎの森林・林業のすがた（令和４年度版）、令和３年度版 秋田県林業統計、山形県林業統計（令和３年度版）、
国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」 （令和3年1月１日）、林野庁「森林資源の現況」（平成29年3月31日現在）、林野庁「第73次令和３年国有林野事業統計書（令和２年度）」 37
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■ 東北森林管理局管内各県の国産材の樹種別素材生産量（民・国の合計）

○ 生産樹種は県によって異なる。青森県・宮城県・秋田県・山形県はスギが主体。
○ 岩手県ではスギに加え、カラマツ・アカマツ・クロマツ・広葉樹の生産量が多い。

出典： 農林水産省「木材統計」（令和４年度までの集計値）
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■ 東北森林管理局管内各県の需要部門別国産材の素材生産量

○ R４年の製材用の比率が高いのは山形県（70％）。
○ R４年の合板等用の比率は青森（39％） 、岩手県（42％）、宮城県（44％）、秋田県（43％）が高い。
○ R４年の木材チップ用の比率は秋田県（14％）、山形県(11％） が低い。

出典： 農林水産省「木材統計」（令和４年度までの集計値）
注意：平成29年度から、「合板用」が新たにＬＶＬ用を含めた「合板等用」に変更となった
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■ 令和３年における東北森林管理局管内各県の生産量及び需要量

○ 東北森林管理局管内５県で生産された素材はのうち、約96％が管内で流通している。
〇 青森県、岩手県は生産量が需要量を上回り、宮城県、秋田県、山形県では需要量が生産量を上回っている。
〇 青森県、岩手県、山形県は生産量の約31～39％が他県に出荷されている。

出典： 「木材需給報告書」（農林水産省）
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■ 東北森林管理局管内５県の国有林材の販売実績の推移

○ 令和４年度の各県における素材販売量に占めるシステム販売の割合は40％～55％で東北５県では49％
だった。令和５年度計画では、各県におけるシステム販売は44％～55％で、東北５県では51％となっている。
○ 令和４年度の立木販売実績は平成30年度と比較すると－53％、前年度比では－59％だった。

注1： 素材販売量は丸太の材積であり、立木販売量は立木材積である。
注2： 令和５年度は計画量である。
出典： 林野庁業務資料
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